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研究成果の概要（和文）：本研究の焦点は、近年の現象として科学との頻繁な相互作用が観察で

きる特定既存産業のイノベーションである。準備段階での事例研究から、そうした産業におけ

る科学とのやりとりは｢局所化｣されているという仮説が浮上してきた。言い換えると、多くの

場合、産業と科学との相互浸透領域という特定の領域を介して、産業は科学とやりとりするの

である。定量的な分析と記述的事例研究とを通じて、多くの興味深い命題がひき出された。 
 
研究成果の概要（英文）： The focus of our research is the innovations of the existing 
industries where the frequent interactions with science are observed as the recent 
phenomena.  The preliminary case studies we carried out in those industries suggest that 
their interactions with science are ‘localized’.  In other words, the industry is interacted 
with science mostly through a certain area of their mutual penetration.  Based on the 
quantitative analysis and the descriptive case studies, many interesting implications are 
brought out. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

２０１１年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

２０１２年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

総 計 11,100,000 3,330,000 14,430,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学 
キーワード：イノベーション、研究開発、ディスプレイ技術、蓄電池、太陽電池 
 
１．研究開始当初の背景 
 産業活動における科学（サイエンス）への

関心が近年、全般的に高くなり、科学と産業

との相互作用が増えている。特許にみる「サ

イエンス･リンケージ」（科学連鎖）指数の増

大は、そのひとつの端的な現れである。 
 サイエンス･リンケージとは特許 1 件当た

りの科学論文の引用件数をさす。先行研究に

よると、サイエンス･リンケージの値は近年

世界的に増加傾向にあり、日本もその例外で

はない。産業別にみても、その増加傾向は特

定産業だけにかぎらず、広く一般的に観察で

きる現象である。 
産業と科学との関係のあり方には、単純化

していうと互いに区別すべき 2つの場合があ

る。 
第一は科学に依拠してイノベーションが

おこなわれ、それによって新産業がゼロから

興る場合である。ライフサイエンスを用いた

バイオテクノロジー関連産業（例えばバイオ
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マス、バイオメカニクス、バイオエレクトロ

ニクスの諸産業など）に、その典型例が多い。

この型の産業を、われわれは｢サイエンス型

産業｣と呼ぶ。 
第二は、科学との縁が薄いと従来思われて

きた既存産業の中で、ある時期以降、科学の

知見の重要性が増す場合であり、これを言い

換えると、既存産業の「サイエンス型化」が

進行する場合である。ブラウン管から液晶パ

ネルやプラズマ・ディスプレイ・パネル(PDP)
へとキーデバイスが変化し､更にその先の次

世代ディスプレイ技術の研究も増えている

テレビ産業や、ガソリンエンジンからハイブ

リッド、さらには完全バッテリー駆動の EV 
(Electric Vehicle, 電気自動車) へと技術革

新が進んでいる自動車産業は、こうした産業

の例である。 
 第一の場合に関しては､主として米国に多

くの関連事例があり、それを対象とする先行

研究が多い。それに対して、第二の場合に関

しては、適例が日本に多いものの、先行研究

は少ない。 
第一の場合においては、大学や公的研究機

関 (Public Research Institutes) の基礎的な

研究成果を産業活動へ移転・展開していく、

イノベーションの｢リニアモデル｣の当ては

まりがよい。それに対して第二の場合におい

ては、イノベーションのリニアモデルはしば

しば不十分であり、現象の説明のためには、

より複雑なイノベーションモデルが必要に

なる。 
 
２．研究の目的 

これまでに、先端的な科学の知に基づいて

まったく新しい産業がゼロから興る、いわゆ

る「サイエンス型産業」に関しては、米国を

中心に多くの研究が蓄積されてきた。それに

対して、既存産業の諸分野で、科学の重要度

がある時期以降顕著に高まり､その結果いわ

ば｢サイエンス型化」する例については、こ

れまでの研究蓄積が少ない。 
そこで、本研究は、既存産業の｢サイエン

ス型化」が進行する後者のプロセスに焦点を

当て、産業と科学との関係性のあり方を改め

て検討することで、リニアモデルに代わるイ

ノベーションの新しいモデルを提起し、併せ

て､科学の主要な情報発信の場である学会の

今日的なあり方について、新たな洞察の獲得

をめざすものである。 
 

３．研究の方法 
 研究の方法としては、先行研究の丁寧なレ

ビューをおこない、健全な知的基盤を用意し

た上で、その基盤の上に立って、独自に開

発・整備したデータベースを用いた計量分析

と、多種多様な情報を組合せて利用した

intensive case study とをおこなう。 

本研究のおもな調査対象は、既存産業の中

で、テレビや自動車の産業のように、従来は

科学との縁が薄いと思われてきたが、近年科

学との相互作用が顕著に重要になっている

産業分野である。 

分野ごとにそれぞれ関連する特許データ

を購入し、それに科学文献データを付加した

独自のデータベースを開発・整備して、計量

書誌学的分析を試みる。 

また、研究の全期間に渡って､機会あるた

びに個別企業の代表的な研究開発拠点を訪

問し、おもな関係者に対するヒヤリングを実

施する。訪問とヒヤリングの結果は、分野特

定的かつ分野限定的ながら、intensive case 

study として記述し、蓄積していく。 

 

４．研究成果 

 本研究計画が開始された初期に、それまで

のわれわれの共同研究、とりわけ事例ベース

の研究から、企業の研究開発における科学の

意義は一般に高まっているものの、企業と科

学との相互作用は｢局所化｣する傾向があり、

企業と科学とは、特定の｢相互浸透領域｣を通

じて、おもにやりとりするという仮説が浮上

した。詳細は、榊原･松本･辻本(2011)の終章

（173 頁以下）を参照。 

この仮説を基盤とし、一般に企業の研究開

発と科学あるいは先行特許との関係に見ら

れる特徴を、データによって具体的に明らか

にするために、2つの作業を実施した。 

 第 1は液晶ディスプレイ関連技術に関する

分析作業であり、米国特許データに、科学文

献データを付加した独自のデータセットを

用意し、それを用いて、以下に示す 3種類の

分析をおこなった。 

 

① 米国特許のサイエンス・リンケージの

分析。 

② 論文あるいは特許が公開されてから､

それが後の特許に引用されるまでの

｢タイムラグ｣の分析。 

③ 科学との結びつきの強さが企業の知的

生産性にどのように影響するかの分析。 

 

 個々の断片的な発見事実には興味深いも

のがあったが、一例をあげると「アメリカに

比べて、日本は産業界の知見を活用して新た

な発明を生み出すことに秀でているのに対

し、1995 年以降に限定すると、アメリカは科

学の新しい知見を利用して多くの発明を生

み出している。」詳細は、後掲の出版物を参

照。 

 第 2はハイブリッド車用ニッケル水素蓄電

池の開発に関する調査研究である。具体的に

はトヨタとパナソニック(旧松下電器産業)

の共同研究における発明者ネットワークの

分析であり、異なる企業を結びつける役割を



顕著に果たしている個人（境界媒介者）の存

在を統計的に明らかにした。この境界媒介者

は、幅広い技術分野に及ぶ開発経験を持って

いることを、特許データベースの分析によっ

て明らかにした。 

 分析と発見事実の詳細については、後掲の

学会発表要綱を参照。 
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